
 

 

【被保険者の現在の健康状況を“見える化”】 

その場で各個人ごとの「個別図表」を作成し、すぐに指導へ活用できる。 

 

【サロンごとの地域の特性を“見える化”】 

データを地域ごとに集約でき、結果から健康教室開催等の参考材料へ。 

 

【その場で反映できるデータの範囲】 

       ①サロンや個別訪問で取得した「質問票」 

       ②健診結果（ＫＤＢデータ） 

        ③サロン等で取得した体力測定の結果 

 

個別図表 

サロン図表 

【問い合わせ先】 

熊本県後期高齢者医療広域連合 事業課 保健事業班 ０９６－３６８－６７７７ 

サロンや個別訪問で 

「質問票を取ったものの活用方法が分からない・・・」 

との市町村の声に応えて熊本県後期高齢者広域連合独自の 

入力システムを作成しました。 


